
主要な研究成果

１．水稲，麦，大豆等の土地利用型作物における省力低コスト技術を開発・実証します。
２．新規就農者の経営確立に向けた支援方法の解明や新技術の経営的評価を行います。
３．地域特産作物等の省力化技術を開発・実証します。
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26年度の主要課題の概要

水稲・麦・大豆による水田高度輪作体系の実証（H26～27）
既存の播種機を利用した水稲乾田直播栽培や，耕うん同時畝立て播種機による小麦

・大豆栽培により，生産性の高い水田作経営の確立を目指します。

ICT手法を活用した省力的な水稲施肥技術の開発実証（H26～27) 
圃場センサー，ICタグ等のICT手法を活用した流し込み施肥技術を開発し，省力的な

施肥技術を現地実証します。

「ふくまる」のブランド化のための高品質多収栽培技術の確立（H26～28)
県オリジナル品種の直播栽培特性を明らかにするとともに，苗立ち向上，倒伏軽減

技術により，省力・低コストな安定多収栽培技術を確立します。

新規就農者の自立就農条件の解明（H24～26）
新規参入者の就農および経営確立に必要となる条件や，効果的な支援方法を明らか

にします。


